
 学校教育目標 「生命（いのち）輝く子どもを育てる 

－心はほかほか、学びはしっかり、体ははつらつ－」 

 ４０日間という長い夏休みが終わり、子どもたちが元気に学校に戻ってきてくれ

ました。今年の夏も本当に暑かったですね！（残暑はしばらく続きそうですが） 

職員室前の花壇に植えたゴーヤとヘチマが夏中、お日様の恵みをたっぷり受けた

ためかぐんぐん伸び、校舎の３階にまで届いてしまいました。 

 ８月３０日の朝会で、子どもたちに夏休みどのように過ごしたか質問しました。 

「夏休みにおうちで花火をした人？」・・チラホラ手が挙がりました。 

「おじいちゃんやおばあちゃんのうちに行った人？」・・結構手が挙がりました。

「お祭りに行った人？」・・・さすが、湯河原の子どもたち！ほとんどの子が勢い

よく手を挙げていました。 

「朝から寝るまでゲームをしたりユーチューブを見たりして過ごしていた人？」・・・これにもかなり

の人数の子が元気に手を挙げていました。（体力が落ちていないか、ちょっと心配です。） 

 ニコニコした子どもたちの顔を見ると、多くの子たちがそれぞれに楽しい思い出に残る夏休みだった

ことがわかりました。大きな事故やけが等の報告がなかったのがなによりです。 

これからのシーズンは運動会、延期になった遠足や音楽会など行事も盛りだくさんです。一日一日を

大切に、一つ一つ積み重ねながら確実に成長していってほしいと願っています。保護者の皆様、地域の

皆様、今まで同様、子どもたちの健やかな成長を温かく見守っていただきますよう、よろしくお願いし

ます。 

 今年は、関東大震災が起こってから１００年めにあたるということで、震災についてテレビや新聞等

で多く特集が組まれていました。８月３０日の朝会でも、少しでも防

災について関心を持ってほしいと考え、関東大震災から１００年とい

う話題に触れました。 

そして、９月３日（日）に各地区で自主防災訓練があるので参加し

てみるのもよいですね、と各地区の会場や訓練の内容等の紹介をしま

した。私もどんな様子か見ておきたいと思い、当日、数か所の会場に

足を運んでみました。多くはありませんでしたが親子で参加していた

り少年少女消防クラブで参加したりしている子を見つけました。 

 ９月７日（木）は予告なしで中休みに避難訓練を行いました。

子どもたちは物が「落ちてこない」「倒れてこない」「移動して

こない」場所を探してそこで身を守り、落ち着いて避難すること

ができました。将来、防災の担い手となる子どもたちに防災への

関心を高め、身を守る知識をもってほしいと考えています。 
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いざという時に備えて！ 

自主防災訓練の様子 

避難訓練の様子 



 

 ４０日間という長い休みの間に、子どもたちはさまざまな体験をし、一回り大きくなって学校に戻っ

てきた気がします。湯河原小学校の内外でもさまざまな出来事がありました。少し紹介します・・ 

  

 今年は10月21日（土）に運動会を予定しています。９月下旬から各学年で練習を始めていきます。 

10月になっても残暑が厳しいことが予想され、屋外での長時間の活動は子どもたちにとって過酷で

あることや、令和２年度から本格実施されている学習指導要領により教科や学習

内容が増え、体育の時間数にも限りがあることなどから半日開催（弁当なし）と

し、内容を工夫した中身の濃い運動会にしようと計画中です。 

詳細については、来週学校よりお知らせします。どうぞご理解とご協力をお願

いいたします。 

扇風機＆エアコン掃除 

 ７月２１日、夏休み初日 

にPTAの皆さんが普通教室 

の扇風機とエアコンフィルタ 

ーの掃除をしてくださいました。こ

の日もかなり蒸し暑かったのですが

熱心に作業をしてくださいました。

 夏休み明けもまだ扇風機とエアコ

ンのお世話になりそうなので、とて

も助かります！ 

ありがとうございました。 

先生たちもたくさん勉強しました！ 

 子どもたちが宿題を頑張っている間、私たち教職員

も研修に励んでいました。各教科の研究以外に、児童理

解、ICT活用、不祥事防止、いじめ防止や人権教育の研

修など多岐にわたる内容の研修があり、みんなで参加す

ることができました。 

教育も時代とともに変 

化しています。私たち教 

職員が学ぶ意欲を忘れず 

学ぶ姿勢を示していきた 

いと思っています。 

 

祭りだ、祭りだ！      ８月２．３日は湯河原やっさ祭りでした。踊りの列の中に本

校の児童を何人も見つけることができました。その10日後の 

12.13日に親善都市である広島県三原市で「三原やっさ祭り」

が行われました。町内の３小学校の５．６年生児童29名を引率

し、私も行ってきました。この交流事業は今回で27回目だそう

です。三原に着くと、29名の小学生と市の担当の方々が温かく

迎えてくださいました。子ども同士、すぐに打ち解けていまし

た。暑い三原やっさ祭りの会場で、精いっぱい踊り、たくさん

の拍手をいただきました。なんと今回、「土曜 正調やっさ部

門 企業の部」で14年ぶり３回目の大賞を受賞しました。「や

っさ」を懸け橋に子どもたちに心のつながりができました。 


